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(57)【要約】
　本発明は入力装置に関するものである。この入力装置
は、入力領域を持つベース、入力領域に設けられて、入
力領域への接触または接触の移動を感知する一つ以上の
感知部と、入力領域に設けられた基準位置表示部を中心
に感知部に感知された接触点の位置または接触点の移動
方向による入力動作に対応するデータをメモリー部から
抽出して入力する制御部と、を含む。これによると、基
準位置表示部が配置された最小限の入力領域に、入力し
ようとする文字を全て配置することができるため、小型
化に適合するだけでなく、配置された各文字を単一（１
回）の入力動作を通じて入力できるので、迅速で正確な
入力が可能になる。
【選択図】図３ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力領域を持つベースと、
　前記入力領域に設けられて、前記入力領域への接触または接触の移動を感知する一つ以
上の感知部と、
　前記入力領域に設けられた基準位置表示部を中心に前記感知部に感知された接触点の位
置または前記接触点の移動方向による入力動作に対応するデータをメモリー部から抽出し
て入力する制御部と、
を含む入力装置。
【請求項２】
　前記感知部は、前記基準位置表示部を中心に放射状に配置される複数の方向指示部に対
応して前記入力領域に分割して設けられ、
　前記制御部が、接触が感知された前記感知部に対応する各方向指示部に割り当てられた
データを抽出して入力する請求項１に記載の入力装置。
【請求項３】
　前記感知部は、前記入力領域全体にわたって分布し、
　前記入力領域には、前記基準位置表示部を中心に放射状に均等な距離離れて配置される
複数の方向指示部が設けられる請求項１に記載の入力装置。
【請求項４】
　前記入力動作は、前記接触点が前記基準位置表示部側から前記各方向指示部に向かって
外向き移動することによって行なわれる請求項３に記載の入力装置。
【請求項５】
　前記入力動作は、前記接触点が前記各方向指示部から前記基準位置表示部に向かって内
向き移動することによって行なわれる請求項３に記載の入力装置。
【請求項６】
　前記入力動作は、前記接触点がいずれか一つの方向指示部から前記基準位置表示部を通
過していずれか他の方向指示部に移動することによって行なわれる請求項３に記載の入力
装置。
【請求項７】
　前記入力動作は、前記接触点が前記各方向指示部から前記基準位置表示部を中心に所定
半径を持つ円の接線方向に移動することによって行なわれる請求項３に記載の入力装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記各方向指示部における接触点の移動方向によって互いに異なる信号
をそれぞれ区分して入力する請求項７に記載の入力装置。
【請求項９】
　前記入力動作は、前記接触点が前記基準位置表示部を中心に円周方向に移動することに
よって行なわれる請求項３に記載の入力装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記円周方向の入力動作が開始及び終了する各方向指示部、入力動作の
方向及び入力動作の距離によってそれぞれ異なる文字を抽出して入力する請求項９に記載
の入力装置。
【請求項１１】
　前記入力動作は、前記接触点が前記各方向指示部で前記基準位置表示部を中心に前後方
向に移動することによって行なわれる請求項３に記載の入力装置。
【請求項１２】
　前記入力動作は、前記接触点が前記各方向指示部で前記基準位置表示部を中心に左右方
向に移動することによって行なわれる請求項３に記載の入力装置。
【請求項１３】
　前記入力動作は、前記接触点が前記各方向指示部で前記基準位置表示部を中心に前後左
右方向に移動することによって行なわれる請求項３に記載の入力装置。
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【請求項１４】
　前記基準位置表示部には、前記基準位置表示部への接触を感知する基準入力感知部が設
けられる請求項１に記載の入力装置。
【請求項１５】
　前記各入力動作のうち２つ以上を組み合わせてハングル文字または英語文字が入力され
る請求項１～１４のいずれか１項に記載の入力装置。
【請求項１６】
　前記各入力動作のうち１つ以上をさらに組み合わせて数字、記号、モード切換または機
能を入力する請求項１５に記載の入力装置。
【請求項１７】
　前記方向指示部は、４乃至１２方向のうちのいずれかに設定される請求項２または３に
記載の入力装置。
【請求項１８】
　前記入力動作が前記接触点の移動によって行なわれる場合、前記接触点の移動距離の差
によって２段以上の多段入力可能に設けられる請求項１～１４のいずれか１項に記載の入
力装置。
【請求項１９】
　前記感知部は、前記各方向指示部への押下を感知する押下感知センサーからなり、押下
強度によって２段以上の多段入力可能に設けられる請求項２に記載の入力装置。
【請求項２０】
　前記感知部は、前記入力領域に設けられるタッチパッドである請求項２または３に記載
の入力装置。
【請求項２１】
　前記感知部は、タッチスクリーンからなる請求項２または３に記載の入力装置。
【請求項２２】
　前記基準位置表示部または前記各方向指示部のうちの一つ以上には、前記各入力動作方
向を表示する方向表示部が設けられる請求項２１に記載の入力装置。
【請求項２３】
　前記方向表示部には、前記各方向表示部による入力動作によって入力される文字が表示
される請求項２２に記載の入力装置。
【請求項２４】
　前記方向表示部は、入力される文字のモードによって大きさ及び色が可変する請求項２
２に記載の入力装置。
【請求項２５】
　前記基準位置表示部は、前記入力領域内で移動可能に設けられる請求項２１に記載の入
力装置。
【請求項２６】
　前記入力領域の一側には待機領域が設けられ、前記入力領域に位置している前記基準位
置表示部または方向表示部のいずれかをタッチして前記待機領域へ移動させると、前記方
向表示部は前記タッチスクリーンから消え、前記基準位置表示部をタッチして前記入力領
域に復帰させると前記方向表示部が再び表示される請求項２２に記載の入力装置。
【請求項２７】
　前記基準位置表示部は２つ以上設けられ、前記入力領域の上下端部に互いに所定距離離
れて配置される請求項２１に記載の入力装置。
【請求項２８】
　前記基準位置表示部は２つ以上設けられ、前記入力領域の左右にそれぞれ配置される請
求項２１に記載の入力装置。
【請求項２９】
　前記基準位置表示部及び感知部は、前記タッチスクリーンに隣接した前記ベースに上下
または左右にそれぞれ２個ずつ設けられる請求項２１に記載の入力装置。
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【請求項３０】
　前記制御部により抽出された文字が表示される表示部をさらに含み、
　前記表示部には、前記各入力動作に割り当てられた文字などが表示された文字表示部が
設けられる請求項１に記載の入力装置。
【請求項３１】
　前記ベースに設けられて、前記制御部により抽出された文字が表示される表示部をさら
に含み、前記表示部の一側には、前記各入力動作に割り当てられた文字などが表示される
文字表示部が設けられる請求項２１に記載の入力装置。
【請求項３２】
　前記入力装置は、マウス入力モードに切り換わる場合、前記接触点の移動によってポイ
ンタ移動が行なわれ、接触によってマウスの左右ボタン機能が行なわれる請求項１に記載
の入力装置。
【請求項３３】
　前記入力装置は、ジョイスチック入力モードに切り換わる場合、前記接触点の移動によ
ってゲームキャラクターの移動が行なわれ、接触によってゲームキャラクターの各種操作
機能が行なわれる請求項１に記載の入力装置。
【請求項３４】
　前記接触点の移動時に、前記基準位置表示部から遠ざかるほど前記マウスポインタの移
動速度またはゲームキャラクターの移動速度が次第に増加する請求項３２または３３に記
載の入力装置。
【請求項３５】
　前記基準位置表示部は、前記入力領域に２セット設けられ、
　いずれか一つの基準位置表示部セットによってはマウスポインタまたはゲームキャラク
ターの移動が行なわれ、他の基準位置表示部セットによってはマウスの左右ボタンまたは
ゲームキャラクターの各種操作が行なわれる請求項３２または３３に記載の入力装置。
【請求項３６】
　前記方向指示部は８個設けられて、接触により８個の文字が入力され、
　前記各方向指示部から前記基準位置表示部を中心に半径方向に接触点が内向き移動（８
個）及び外向き移動（８個）する入力動作によって、合計２４個の文字が入力可能である
請求項２または３に記載の入力装置。
【請求項３７】
　前記方向指示部は４個設けられて、接触により４個の文字が入力され、前記各方向指示
部から前記基準位置表示部を中心に半径方向に接触点が内向き移動（４個）及び外向き移
動（４個）することによって合計１２個の文字が入力可能であり、
　前記基準位置表示部及び方向指示部が前記入力領域の左右に２組設けられて、合計２４
個の文字入力が可能である請求項２または３に記載の入力装置。
【請求項３８】
　前記基準位置表示部または前記方向表示部は、透明度調節可能に設けられる請求項２６
に記載の入力装置。
【請求項３９】
　入力領域が設けられたタッチ感知部と、
　前記入力領域に設けられた基準位置表示部と、
　前記基準位置表示部を中心に放射状に互いに均等な距離離れて配置される４個の方向指
示部と、
　前記基準位置表示部及び各方向指示部の一側に設けられ、前記基準位置表示部及び方向
指示部で行なわれる接触点の移動方向が表示された方向表示部と、
　前記タッチ感知部で感知された前記各方向指示部への接触、前記基準位置表示部を通過
する接触点の移動方向または前記各方向指示部における接触点の前後左右移動方向によっ
て、前記各入力動作に対応するデータをメモリー部から抽出して入力する制御部と、を含
む入力装置。
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【請求項４０】
　前記各方向指示部の間に設けられる４個の補助方向指示部をさらに含む請求項３９に記
載の入力装置。
【請求項４１】
　前記基準位置表示部を通過する接触点の移動によっては母音文字が、前記各方向指示部
における接触点の前後左右移動によっては子音文字が入力され、前記各方向指示部への接
触によっては各種機能命令が入力される請求項３９に記載の入力装置。
【請求項４２】
　前記基準位置表示部、方向指示部及び方向表示部は、前記タッチ感知部に左右２個が設
けられ、２セットとなる請求項３９～４１のいずれか１項に記載の入力装置。
【請求項４３】
　前記基準位置表示部を通過する接触点の移動方向は、４方向または８方向のいずれかに
設定される請求項３９に記載の入力装置。
【請求項４４】
　入力領域が設けられたタッチ感知部と、
　前記入力領域に設けられた基準位置表示部と、
　前記基準位置表示部を中心に放射状に相互均等な距離離れて配置される４個の方向指示
部と、
　前記基準位置表示部及び各方向指示部の一側に設けられ、前記基準位置表示部及び方向
指示部で行なわれる接触点の移動方向が表示された方向表示部と、
　前記タッチ感知部の下部に設けられて、前記各方向指示部への押下を感知する押下感知
部と、
　前記タッチ感知部で感知された前記各方向指示部への接触、前記押下感知部で感知され
た前記各方向指示部への押下、前記基準位置表示部を通過する接触点の移動方向及び前記
各方向指示部における接触点の前後左右移動方向によって、前記各入力動作に対応するデ
ータをメモリー部から抽出して入力する制御部と、
を含む入力装置。
【請求項４５】
　前記各方向指示部における接触点の前後左右移動によっては子音文字が入力され、前記
各方向指示部におけるタッチ及び押下によっては母音文字が入力される請求項４４に記載
の入力装置。
【請求項４６】
　前記各方向指示部の間に設けられる４個の補助方向指示部をさらに含む請求項４４に記
載の入力装置。
【請求項４７】
　前記各方向指示部における接触または基準位置表示部を通過する接触点の移動のいずれ
か一つによっては母音文字が入力され、他の一つによっては各種機能命令が入力される請
求項４６に記載の入力装置。
【請求項４８】
　前記基準位置表示部、方向指示部及び方向表示部は、前記タッチ感知部に左右２個が設
けられ、２セットとなる請求項４４～４７のいずれか１項に記載の入力装置。
【請求項４９】
　入力領域が設けられたタッチ感知部と、
　前記入力領域に左右２個が設けられた基準位置表示部と、
　前記各基準位置表示部を中心に放射状に互いに均等な距離離れて配置される４個の方向
指示部と、
　前記基準位置表示部及び各方向指示部の一側に設けられ、前記基準位置表示部及び方向
指示部で行なわれる接触点の移動方向が表示された方向表示部と、
　前記タッチ感知部で感知された前記各方向指示部への接触、前記各基準位置表示部を通
過する接触点の移動方向及び前記各方向指示部における接触点の移動方向によって、前記
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各入力動作に対応するデータをメモリー部から抽出して入力する制御部と、
を含む入力装置。
【請求項５０】
　前記各方向指示部における接触点の移動方向は、前後または左右のいずれかと設定され
る請求項４９に記載の入力装置。
【請求項５１】
　前記各方向指示部における接触点の移動方向は、前記基準位置表示部に向かう内向き移
動または前記方向指示部から外側に向かう外向き移動のうち一つ以上を含む請求項４９に
記載の入力装置。
【請求項５２】
　前記方向指示部は、４個の追加方向指示部をさらに含み、合計８個が設けられ、前記各
方向指示部における接触点の移動方向は、前記基準位置表示部に向かう内向き移動または
前記方向指示部から外側に向かう外向き移動のうち一つ以上を含む請求項４９に記載の入
力装置。
【請求項５３】
　前記基準位置表示部を通過する接触点の移動方向は、４個または８個のいずれかに設定
される請求項４４または４９に記載の入力装置。
【請求項５４】
　前記各方向指示部の間に設けられる４個の補助方向指示部をさらに含む請求項５０に記
載の入力装置。
【請求項５５】
　前記基準位置表示部を通過する接触点の移動によっては各種機能命令が入力され、前記
各方向指示部及び補助方向指示部における接触及び接触点の移動によっては文字が入力さ
れる請求項５４に記載の入力装置。
【請求項５６】
　前記各方向指示部における接触によっては母音文字が、接触点の移動によっては子音文
字が入力される請求項４９に記載の入力装置。
【請求項５７】
　基準位置を中心に放射状に複数の入力対象が配置される一つ以上の入力部と、
　前記各入力対象に対する接触及び接触の移動を区分して感知する感知部と、
　前記各入力対象に対する接触、前記各入力対象を基準に前記基準位置側から前記各入力
対象の外部側に向かう外向き接触移動、及び前記各入力対象を基準に前記基準位置側から
前記各入力対象の内部側に向かう内向き接触移動を、感知部の感知結果に基づいて識別し
、各入力対象に対応するデータをメモリー部から抽出して入力する制御部と、
を含んでなる入力装置。
【請求項５８】
　前記各入力対象に対応するデータは、第１文字、第２文字及び第３文字を含み、前記第
１文字は子音、前記第２文字は母音、前記第３文字は子音である請求項５７に記載の入力
装置。
【請求項５９】
　前記各入力対象に対応するデータは、第１文字、第２文字及び第３文字を含み、前記第
１文字は第１字音、前記第２文字は第２子音、前記第３文字は母音である請求項５７に記
載の入力装置。
【請求項６０】
　前記入力部は、全体的にリング形状を持つ一体型に形成される請求項５７に記載の入力
装置。
【請求項６１】
　前記入力対象のうち、内向き接触移動入力及び外向き接触移動入力のための入力対象に
は、それぞれ内向き接触移動と外向き接触移動を区分できる入力移動方向が表示されてい
る請求項５７に記載の入力装置。
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【請求項６２】
　前記入力部には円周接触移動入力が可能であり、前記制御部は、前記円周接触移動入力
時に経路に沿って移動しつつ多数の入力対象が感知されると、最初入力と最終入力のみを
有効な入力として処理する請求項５７に記載の入力装置。
【請求項６３】
　前記感知部が、前記入力部に対する接触入力、内向き接触移動入力、外向き接触移動入
力、円周接触移動入力のうち２つ以上の入力を連続する一つの入力として感知すると、前
記制御部は、各入力に対応する文字がそれぞれ入力されたものとして入力処理する請求項
６２に記載の入力装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力装置に関するもので、より詳細には、最小限の入力領域に、入力しよう
とする文字を全て配置でき、小型化に適合するだけでなく、配置された各文字を単一（１
回）の入力動作によって入力できる入力装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ソフトウェア、半導体技術及び情報処理技術の発達に伴って情報機器は益々小型化しつ
つあり、このような情報機器における文字入力量及びその重要度も日々高まっている。
【０００３】
　ところが、かかる情報機器における各種文字や命令語入力には多くの問題点がある。例
えば、ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）またはノートブック（Ｎｏｔｅ　Ｂ
ｏｏｋ）に使われるキーボードのような入力装置はその大きさの縮減に限界があり、その
分、それら情報機器の小型化も達成し難い。また、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄａｔａ
　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）で使用するタッチスクリーン方式や携帯電話で使用するキーパッ
ド方式は、入力速度が遅く、誤入力される場合が多いため、不便である。
【０００４】
　前述したＰＣ、ノートブック、ＰＤＡまたは携帯電話などの情報機器においてより速い
速度で文字、数字または記号などを入力するためには、１回の入力動作で１個の音素（文
字）が入力されるいわゆる１動作１音素入力が必要である。このような１動作１音素入力
がハングルに適用されるには、２４個以上の文字を入力するためのボタンや入力キーが情
報機器に配列されなければならない。入力する言語が英語、日本語またはその他の言語で
ある場合には、ハングルの場合よりも多いボタンや入力キーを増設しなければならないか
も知らない。
【０００５】
　しかし、各種情報機器で使用する従来の入力装置は、それぞれの入力キーに文字を割り
当て、指でたたいたり押したりして入力する方式であるため、入力キーの配列面積が狭い
携帯電話のような個人携帯用情報端末機に、指の大きさに該当する入力キーを２４個以上
配列することは難しい。
【０００６】
　これがいままでキーボードの小型化を妨げる一因であった。例えば、携帯電話の場合に
は、単に１２個のボタンで２４字以上のハングル文字を全て入力しているだけに、１個の
ボタンに多数個の文字を重複配列するしかなく、よって、一つの文字（音素）を入力する
ために２回、３回反復して入力する反復入力現象が発生してきた。したがって、入力速度
が遅く、不便だった。
【０００７】
　近年、携帯電話やＰＤＡのような小型端末機は、ＴＶ、インターネットなど、より多様
で多い情報を效率的に提供するためにその画面が大型化してきている。これに応じて、最
近市販された製品の中には、タッチスクリーン式の液晶画面を採用し、入力のための別途
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の空間を省く代わりにタッチスクリーンを通じて文字入力を行なうものもある。この場合
、画面を最大化できるという長所はあるが、タッチスクリーンに文字入力及び各種機能命
令を行なうための充分な数のキーを配列するのには相変らず困難がある。すなわち、画面
全体を入力キーボードとして割り当てることができない他、画面の一領域に上記多様なキ
ーを配列するためにキーの大きさを小さくして配列すると、小さい大きさのキーが密に配
列されるので、文字入力時に誤タイピングが頻繁に発生する恐れがある。また、キーボー
ドのような速い入力が事実上難しいという問題点もあった。
【０００８】

【０００９】
　また、クルクルと巻いて携帯できるキーボードや、キーボードのキーイメージを床に映
写し、その上で指でキーを入力するような動作を取ると指の位置を感知し、入力がなされ
る仮想レーザーキーボードなどの技術も提案されたことがある。
【００１０】
　しかしながら、このような種類の入力装置は、常に携帯しなければならないという不便
さがあり、床に置かれた状態でのみ入力可能なため、移動中に手に持って入力する必要が
ある個人携帯用情報端末機には適用し難いという問題点があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、上記のような問題点を解消するためのもので、その目的は、最小限の入力領
域に、入力しようとする文字を全て配置することによって小型化を図る他、配置された各
文字を単一（１回）の入力動作によって入力することによって迅速で正確な文字入力を可
能にする入力装置を提供することにある。
【００１２】
　本発明の他の目的は、誰でも容易に認知できる方向性に基づくことによって誤入力を最
小化し、指の動きを最小化することによってより迅速な入力を可能にする入力装置を提供
することにある。
【００１３】
　なお、本発明のさらに他の目的は、同一位置（一つの入力対象）で入力動作によってそ
れぞれ多数の文字を入力できるようにすることによって、狭い面積内でも多量のデータを
入力でき、かつ、様々な情報機器に適用されて情報機器の軽量化及び小型化を可能にする
入力装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記の目的を達成するめに、本発明は、入力領域を持つベースと、上記入力領域に設け
られて、上記入力領域への接触または接触の移動を感知する一つ以上の感知部と、上記入
力領域に設けられた基準位置表示部を中心に上記感知部に感知された接触点の位置または
上記接触点の移動方向による入力動作に対応するデータをメモリー部から抽出して入力す
る制御部と、を含む入力装置を提供する。
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【００１５】
　ここで、上記感知部は、上記基準位置表示部を中心に放射状に配置される複数の方向指
示部に対応して上記入力領域に分割して設けられ、上記制御部が、接触が感知された上記
感知部に対応する各方向指示部に割り当てられたデータを抽出して入力することができる
。
【００１６】
　上記感知部は、上記入力領域全体にわたって分布し、上記入力領域には、上記基準位置
表示部を中心に放射状に均等な距離離れて配置される複数の方向指示部が設けられること
ができる。
【００１７】
　上記入力動作は、上記接触点が上記基準位置表示部側から上記各方向指示部に向かって
外向き移動することによって行なわれることができる。
【００１８】
　上記入力動作は、上記接触点が上記各方向指示部から上記基準位置表示部に向かって内
向き移動することによって行なわれることができる。
【００１９】
　上記入力動作は、上記接触点がいずれか一つの方向指示部から上記基準位置表示部を通
過していずれか他の方向指示部に移動することによって行なわれることができる。
【００２０】
　上記入力動作は、上記接触点が上記各方向指示部から上記基準位置表示部を中心に所定
半径を持つ円の接線方向に移動することによって行なわれることができる。
【００２１】
　上記制御部は、上記各方向指示部における接触点の移動方向によって互いに異なる信号
をそれぞれ区分して入力することができる。
【００２２】
　上記入力動作は、上記接触点が上記基準位置表示部を中心に円周方向に移動することに
よって行なわれることができる。
【００２３】
　上記制御部は、上記円周方向の入力動作が開始及び終了する各方向指示部、入力動作の
方向及び入力動作の距離によってそれぞれ異なる文字を抽出して入力することができる。
【００２４】
　上記入力動作は、上記接触点が上記各方向指示部で上記基準位置表示部を中心に前後方
向に移動することによって行なわれることができる。
【００２５】
　上記入力動作は、上記接触点が上記各方向指示部で上記基準位置表示部を中心に左右方
向に移動することによって行なわれることができる。
【００２６】
　上記入力動作は、上記接触点が上記各方向指示部で上記基準位置表示部を中心に前後左
右方向に移動することによって行なわれることができる。
【００２７】
　上記基準位置表示部には、上記基準位置表示部への接触を感知する基準入力感知部が設
けられることができる。
【００２８】
　上記各入力動作のうち２つ以上を組み合わせてハングル文字または英語文字が入力され
ることができる。
【００２９】
　上記各入力動作のうち１つ以上をさらに組み合わせて数字、記号、モード切換または機
能を入力することができる。
【００３０】
　上記方向指示部は、４乃至１２方向のうちのいずれかに設定されることができる。
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【００３１】
　上記入力動作が上記接触点の移動によって行なわれる場合、上記接触点の移動距離の差
によって２段以上の多段入力可能に設けられることができる。
【００３２】
　上記感知部は、上記各方向指示部への押下を感知する押下感知センサーからなり、押下
強度によって２段以上の多段入力可能に設けられることができる。
【００３３】
　上記感知部は、上記入力領域に設けられるタッチパッドでありうる。
【００３４】
　上記感知部は、タッチスクリーンからなることができる。
【００３５】
　上記基準位置表示部または上記各方向指示部のうちの一つ以上には、上記各入力動作方
向を表示する方向表示部が設けられることができる。
【００３６】
　上記方向表示部には、上記各方向表示部による入力動作によって入力される文字が表示
されることができる。
【００３７】
　上記方向表示部は、入力される文字のモードによって大きさ及び色が可変することがで
きる。
【００３８】
　上記基準位置表示部は、上記入力領域内で移動可能に設けられることができる。
【００３９】
　上記入力領域の一側には待機領域が設けられ、上記入力領域に位置している上記基準位
置表示部または方向表示部のいずれかをタッチして上記待機領域へ移動（いわゆるドラッ
グ）させると、上記方向表示部は上記タッチスクリーンから消え、上記基準位置表示部を
タッチして上記入力領域に復帰させると上記方向表示部が再び表示されることができる。
【００４０】
　ここで、上記基準位置表示部または上記方向表示部は、透明度調節可能に設けられるこ
とができる。
【００４１】
　上記基準位置表示部は２つ以上設けられ、上記入力領域の上下端部に互いに所定距離離
れて配置されることができる。
【００４２】
　上記基準位置表示部は２つ以上設けられ、上記入力領域の左右にそれぞれ配置されるこ
とができる。
【００４３】
　上記基準位置表示部及び感知部は、上記タッチスクリーンに隣接した上記ベースに上下
または左右にそれぞれ２個ずつ設けられることができる。
【００４４】
　上記入力装置は、上記制御部により抽出された文字が表示される表示部をさらに含み、
　上記表示部には、上記各入力動作に割り当てられた文字などが表示された文字表示部が
設けられることができる。
【００４５】
　上記入力装置は、上記ベースに設けられて、上記制御部により抽出された文字が表示さ
れる表示部をさらに含み、上記表示部の一側には、上記各入力動作に割り当てられた文字
などが表示される文字表示部が設けられることができる。
【００４６】
　上記入力装置は、マウス入力モードに切り換わる場合、上記接触点の移動によってポイ
ンタ移動が行なわれ、接触によってマウスの左右ボタン機能が行なわれることができる。
【００４７】
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　上記入力装置は、ジョイスチック入力モードに切り換わる場合、上記接触点の移動によ
ってゲームキャラクターの移動が行なわれ、接触によってゲームキャラクターの各種操作
機能が行なわれることができる。
【００４８】
　上記接触点の移動時に、上記基準位置表示部から遠ざかるほど上記マウスポインタの移
動速度またはゲームキャラクターの移動速度が次第に増加することができる。
【００４９】
　上記基準位置表示部は、上記入力領域に２セット設けられ、いずれか一つの基準位置表
示部セットによってはマウスポインタまたはゲームキャラクターの移動が行なわれ、他の
基準位置表示部セットによってはマウスの左右ボタンまたはゲームキャラクターの各種操
作が行なわれることができる。
【００５０】
　上記方向指示部は８個設けられて、接触により８個の文字が入力され、上記各方向指示
部から上記基準位置表示部を中心に半径方向に接触点が内向き移動（８個）及び外向き移
動（８個）する入力動作によって、合計２４個の文字が入力可能であることができる。
【００５１】
　上記方向指示部は４個設けられて、接触により４個の文字が入力され、上記各方向指示
部から上記基準位置表示部を中心に半径方向に接触点が内向き移動（４個）及び外向き移
動（４個）することによって合計１２個の文字が入力可能であり、上記基準位置表示部及
び方向指示部が上記入力領域の左右に２組設けられて、合計２４個の文字入力が可能であ
ることができる。
【００５２】
　また、上記の目的を達成するために、本発明は、入力領域が設けられたタッチ感知部と
、上記入力領域に設けられた基準位置表示部と、上記基準位置表示部を中心に放射状に互
いに均等な距離離れて配置される４個の方向指示部と、上記基準位置表示部及び各方向指
示部の一側に設けられ、上記基準位置表示部及び方向指示部で行なわれる接触点の移動方
向が表示された方向表示部と、上記タッチ感知部で感知された上記各方向指示部への接触
、上記基準位置表示部を通過する接触点の移動方向または上記各方向指示部における接触
点の前後左右移動方向によって、上記各入力動作に対応するデータをメモリー部から抽出
して入力する制御部と、を含む入力装置を提供する。
【００５３】
　ここで、上記感知部はタッチスクリーンからなることができる。上記入力装置は、上記
各方向指示部の間に設けられる４個の補助方向指示部をさらに含むことができる。
【００５４】
　上記基準位置表示部を通過する接触点の移動によっては母音文字が、上記各方向指示部
における接触点の前後左右移動によっては子音文字が入力され、上記各方向指示部への接
触によっては各種機能命令が入力されることができる。
【００５５】
　上記基準位置表示部、方向指示部及び方向表示部は、上記タッチ感知部に左右２個が設
けられ、２セットとなることができる。
【００５６】
　上記基準位置表示部を通過する接触点の移動方向は、４方向または８方向のいずれかに
設定されることができる。
【００５７】
　上記の目的を達成するために、本発明は、入力領域が設けられたタッチ感知部と、
　上記入力領域に設けられた基準位置表示部と、上記基準位置表示部を中心に放射状に相
互均等な距離離れて配置される４個の方向指示部と、上記基準位置表示部及び各方向指示
部の一側に設けられ、上記基準位置表示部及び方向指示部で行なわれる接触点の移動方向
が表示された方向表示部と、上記タッチ感知部の下部に設けられて、上記各方向指示部へ
の押下を感知する押下感知部と、上記タッチ感知部で感知された上記各方向指示部への接
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触、上記押下感知部で感知された上記各方向指示部への押下、上記基準位置表示部を通過
する接触点の移動方向及び上記各方向指示部における接触点の前後左右移動方向によって
、上記各入力動作に対応するデータをメモリー部から抽出して入力する制御部と、を含む
入力装置を提供する。
【００５８】
　ここで、上記感知部はタッチスクリーンからなることができる。
【００５９】
　上記各方向指示部における接触点の前後左右移動によっては子音文字が入力され、上記
各方向指示部におけるタッチ及び押下によっては母音文字が入力されることができる。
【００６０】
　上記入力装置は、上記各方向指示部の間に設けられる４個の補助方向指示部をさらに含
むことができる。
【００６１】
　上記各方向指示部における接触または基準位置表示部を通過する接触点の移動のいずれ
か一つによっては母音文字が入力され、他の一つによっては各種機能命令が入力されるこ
とができる。
【００６２】
　上記基準位置表示部、方向指示部及び方向表示部は、上記タッチ感知部に左右２個が設
けられ、２セットとなることができる。
【００６３】
　上記の目的を達成するために、本発明は、入力領域が設けられたタッチ感知部と、
　上記入力領域に左右２個が設けられた基準位置表示部と、上記各基準位置表示部を中心
に放射状に互いに均等な距離離れて配置される４個の方向指示部と、上記基準位置表示部
及び各方向指示部の一側に設けられ、上記基準位置表示部及び方向指示部で行なわれる接
触点の移動方向が表示された方向表示部と、上記タッチ感知部で感知された上記各方向指
示部への接触、上記各基準位置表示部を通過する接触点の移動方向及び上記各方向指示部
における接触点の移動方向によって、上記各入力動作に対応するデータをメモリー部から
抽出して入力する制御部と、を含む入力装置を提供する。
【００６４】
　ここで、上記感知部はタッチスクリーンからなることができる。上記各方向指示部にお
ける接触点の移動方向は、前後または左右のいずれかと設定されることができる。
【００６５】
　上記各方向指示部における接触点の移動方向は、上記基準位置表示部に向かう内向き移
動または上記方向指示部から外側に向かう外向き移動のうち一つ以上を含むことができる
。
【００６６】
　上記方向指示部は、４個の追加方向指示部をさらに含み、合計８個が設けられ、上記各
方向指示部における接触点の移動方向は、上記基準位置表示部に向かう内向き移動または
上記方向指示部から外側に向かう外向き移動のうち一つ以上を含むことができる。
【００６７】
　上記基準位置表示部を通過する接触点の移動方向は、４個または８個のいずれかに設定
されることができる。
【００６８】
　上記入力装置は、上記各方向指示部の間に設けられる４個の補助方向指示部をさらに含
むことができる。
【００６９】
　上記基準位置表示部を通過する接触点の移動によっては各種機能命令が入力され、上記
各方向指示部及び補助方向指示部における接触及び接触点の移動によっては文字が入力さ
れることができる。
【００７０】
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　上記各方向指示部における接触によっては母音文字が、接触点の移動によっては子音文
字が入力されることができる。
【００７１】
　上記の目的を達成するために、本発明は、基準位置を中心に放射状に複数の入力対象が
配置される一つ以上の入力部と、上記各入力対象に対する接触及び接触の移動を区分して
感知する感知部と、上記各入力対象に対する接触、上記各入力対象を基準に上記基準位置
側から上記各入力対象の外部側に向かう外向き接触移動、及び上記各入力対象を基準に上
記基準位置側から上記各入力対象の内部側に向かう内向き接触移動を、感知部の感知結果
に基づいて識別し、各入力対象に対応するデータをメモリー部から抽出して入力する制御
部と、を含んでなる入力装置を提供することができる。
【００７２】
　ここで、上記入力部は、全体的にリング形状を持つ一体型に形成されることができる。
【００７３】
　また、上記入力対象のうち、内向き接触移動入力及び外向き接触移動入力のための入力
対象には、それぞれ内向き接触移動と外向き接触移動を区分できる入力移動方向が表示さ
れることができる。
【００７４】
　また、上記入力部には円周接触移動入力が可能であり、上記制御部は、上記円周接触移
動入力時に経路に沿って移動しつつ多数の入力対象が感知されると、最初入力と最終入力
のみを有効な入力として処理することもできる。
【００７５】
　なお、上記感知部が、上記入力部に対する接触入力、内向き接触移動入力、外向き接触
移動入力、円周接触移動入力のうち２つ以上の入力を連続する一つの入力として感知する
と、上記制御部は、各入力に対応する文字がそれぞれ入力されたものとして入力処理する
ことができる。
【発明の効果】
【００７６】
　本発明の入力装置は、基準位置表示部が配置された最小限の入力領域に、入力しようと
する文字を全て配置でき、小型化に適合するだけでなく、配置された各文字を単一（１回
）の入力動作によって入力できるので、迅速で正確な入力が可能になる。
【００７７】
　また、本発明の入力装置は、誰でも容易に認知できるような方向に基づく簡単な構成と
使用方法としたため、データ入力を便利に行えるようにすることができ、一個の入力部に
３つの文字を配列し、使用者が所望のまま選択して入力できるようにしたため、制限され
た空間に多数の入力ができ、様々な情報機器に適用されて当該情報機器の軽量化及び小型
化を図ることができる。
【００７８】
　なお、本発明の入力装置は、一回の接触が解除されることなくそれに続いて接触入力、
内向き接触移動入力、外向き接触移動入力、円周移動入力を連続して行なえるため、迅速
な入力とすることができる。また、各入力による文字配列が分割されており、子音と母音
が文字配列によって分割されているため、一回の途切れない連続動作によって１動作多数
の音素入力が可能となり、より迅速な入力が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１ａ】本発明の一実施例による入力装置の斜視図である。
【図１ｂ】図１ａに示す感知部の様々な実施例を示す要部拡大図である。
【図２】本発明の他の実施例による入力装置の正面図である。
【図３ａ】本発明による入力装置で様々な実施例による入力動作を示す概略図である。
【図３ｂ】本発明による入力装置で様々な実施例による入力動作を示す概略図である。
【図４ａ】本発明の様々な実施例による方向表示部を示す要部拡大図である。
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【図４ｂ】本発明の様々な実施例による方向表示部を示す要部拡大図である。
【図４ｃ】本発明の様々な実施例による方向表示部を示す要部拡大図である。
【図４ｄ】本発明の様々な実施例による方向表示部を示す要部拡大図である。
【図４ｅ】本発明の様々な実施例による方向表示部を示す要部拡大図である。
【図４ｆ】本発明の様々な実施例による方向表示部を示す要部拡大図である。
【図５ａ】本発明の様々な実施例による基準位置表示部及び方向指示部の配列を示す状態
図である。
【図５ｂ】本発明の様々な実施例による基準位置表示部及び方向指示部の配列を示す状態
図である。
【図６ａ】本発明による入力装置が２組で設けられた状態を示す図である。
【図６ｂ】本発明による入力装置が２組で設けられた状態を示す図である。
【図６ｃ】本発明による入力装置が２組で設けられた状態を示す図である。
【図７ａ】基準位置表示部、方向表示部及び方向指示部がスクリーン上で移動する様子を
示す図である。
【図７ｂ】基準位置表示部、方向表示部及び方向指示部がスクリーン上で移動する様子を
示す図である。
【図８】本発明による入力装置の他の実施例を示す状態図である。
【図９ａ】図８の実施例による様々な入力動作を示す状態図である。
【図９ｂ】図８の実施例による様々な入力動作を示す状態図である。
【図９ｃ】図８の実施例による様々な入力動作を示す状態図である。
【図９ｄ】図８の実施例による様々な入力動作を示す状態図である。
【図９ｅ】図８の実施例による様々な入力動作を示す状態図である。
【図１０】図８の実施例による拡張キーの変形を示す状態図である。
【図１１】本発明による入力装置のさらに他の実施例を示す状態図である。
【図１２】図１１に示す実施例による様々な入力動作を示す状態図である。
【図１３】本発明による入力装置のさらに他の実施例を示す状態図である。
【図１４】図１３の実施例による入力動作を示す状態図である。
【図１５】本発明による入力装置のさらに他の実施例を示す状態図である。
【図１６】図１５の実施例による様々な入力動作を示す状態図である。
【図１７】本発明による入力装置のさらに他の実施例を示す状態図である。
【図１８】図１７の実施例による様々な入力動作を示す状態図である。
【図１９】本発明による入力装置のさらに他の実施例を示す状態図である。
【図２０】図１９に示す実施例の変形例を示す状態図である。
【図２１】図１９に示す実施例の他の変形例を示す状態図である。
【図２２】図１９に示す実施例のさらに他の変形例を示す状態図である。
【発明を実施するための形態】
【００８０】
　以下、添付の図面を参照しつつ、本発明について詳細に説明する。
【００８１】
　図面を参照すると、本発明による入力装置１は、入力領域２５を持つベース１０；入力
領域２５に設けられて、入力領域２５への接触または接触の移動を感知する複数の感知部
２０；及び、入力領域２５の一側に設けられた基準位置表示部３０を中心に感知部２０に
感知された接触点の位置または該接触点の移動方向によって、各入力動作に対応するデー
タをメモリー部（図示せず）から抽出して入力する制御部（図示せず）；を含む。
【００８２】
　図１ａは、本発明の一実施例による入力装置の斜視図である。
【００８３】
　同図を参照すると、感知部２０は、入力領域２５が設けられたベース１０の一側に設け
られ、入力領域２５への接触または接触の移動を感知する。
【００８４】



(15) JP 2010-507861 A 2010.3.11

10

20

30

40

50

　感知部２０は様々な種類とすることができ、例えば、図１ａに示すように、タッチパッ
ド（Ｔｏｕｃｈ　Ｐａｄ）２１にしても良く、図１ｂの（ａ）～（ｃ）に示すように、接
触センサー、圧力センサー、押下感知センサー（スイッチ）または抵抗センサーなどを多
数個設けても良い。または、図２に示すように、タッチパッド２１にディスプレイ機能が
付加されたタッチスクリーン（Ｔｏｕｃｈ　Ｓｃｒｅｅｎ）２３にしても良い。
【００８５】
　要するに、感知部２０は、タッチパッド２１またはタッチパッド２１にディスプレイ機
能が付加されたタッチスクリーン２３を含み、指や物体の接触及び移動を感知できるタッ
チ（接触）センサーを含む。
【００８６】
　そして、感知部２０は一つの感知センサーにしても良いが、タッチパッド２１またはタ
ッチスクリーン２３のような所定の入力空間に多数個が規則的に配列されてなっても良い
。一方、感知部２０がタッチパッド２１またはタッチスクリーン２３からなる場合には、
基準位置表示部３０を中心に各方向指示部５０に対応して入力領域２５が区画され、その
区画された入力領域２５に感知部２０が形成されることもできる。
【００８７】
　また、感知部２０は、図１ａに示すように、入力領域２５の全体にわたって設けられて
も良く、図１ｂの（ａ）に示すように、後述される各方向指示部５０に対応する部位に所
定面積で設けられても良く、図１ｂの（ｂ）に示すように、基準位置表示部３０を中心に
入力領域２５の一部にのみ設けられても良い。そして、図１ｂの（ｃ）に示すように、ラ
インの形態で入力領域２５に設けられても良い。
【００８８】
　なお、基準位置表示部３０は、基準位置表示部３０への接触を感知する基準入力感知部
（図示せず）をさらに含むことができる。
【００８９】
　一方、制御部（図示せず）は、感知部２０に電気的に連結されて、入力領域２５の一側
に設けられた基準位置表示部３０を中心に感知部２０に感知された接触点の位置または該
接触点の移動方向によって、各入力動作に対応する文字データをメモリー部（図示せず）
から抽出し、該抽出されたデータを入力する機能を果たす。
【００９０】
　＜第１実施例＞
　図１ａ～図７ｂに基づいて本発明による入力装置の第１実施例について説明する。
【００９１】
　まず、図１ｂの（ａ）及び（ｂ）を参照すると、入力領域２５の一側には基準位置表示
部３０が設けられる。基準位置表示部３０は、感知部２０で感知される接触または接触点
の移動に対する基準となる。したがって、制御部（図示せず）は、基準位置表示部３０を
基準に接触点の相対的位置または接触点の移動方向が判断できる。
【００９２】
　基準位置表示部３０は、図１ｂの（ａ）及び（ｂ）に示すように、入力領域２５の一側
に固定して設けられても良く、図１ａ及び図２に示すように、感知部２０がタッチパッド
２１またはタッチスクリーン２３からなる場合には、図７ａ及び図７ｂに示すように、ド
ラッグ（Ｄｒａｇ）によって入力領域２５内で移動可能に設けられても良い。
【００９３】
　後者の場合、図２を例にして説明すると、入力装置１が文字入力モードでない場合には
、タッチスクリーン２３の一側に設けられた待機領域２６に位置しており、以降、文字入
力モードに切り換わると、使用者は、待機領域２６に位置している基準位置表示部３０、
方向指示部５０または方向表示部３３，５５をドラッグして入力領域２５に引き出した後
に、文字入力を行なうことができる。この場合、使用者が文字入力のための基準位置表示
部３０の位置を所望のまま選択できるので、使用者の便宜性が増大する。
【００９４】
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　ここで、方向指示部５０と方向表示部５５は、待機領域２６にある時には見えなく、基
準位置表示部３０が入力領域２５へ移動すると現れるようにすることができる。基準位置
表示部３０も待機領域２６に位置していると所定時間の経過後に消えるようにすることが
でき、待機領域２６をタッチしたりタッチ後に所定時間以上移動動作をしたりすると再び
現れるようにすることができる。
【００９５】
　図３ａの（ａ）を参照すると、方向指示部５０は、基準位置表示部３０を中心に放射状
に配置される。もちろん、方向指示部５０が４個のみ設けられる場合には、図１ｂの（ａ
）に示すような感知部２０ａ，２０ｂ，２０ｃ，２０ｄ上にそれぞれ方向指示部５０を配
置することも可能である。
【００９６】
　この時、方向指示部５０は、基準位置表示部３０から均等な隔離距離を有し、相互均等
な角度で配置されることが好ましい。そして、方向指示部５０は様々な個数にすることが
でき、例えば、図１ｂの（ａ）に示す感知部２０ａ，２０ｂ，２０ｃ，２０ｄにそれぞれ
対応するように４個としても良く、図３ａの（ａ）に示すように、８個にしても良く、ま
たは１２個にしても良い。
【００９７】
　各方向指示部５０には所定の文字が割り当てられており、各方向指示部５０への接触が
感知される場合、制御部は、各方向指示部５０に割り当てられた文字をメモリー部から抽
出してそれを入力する。
【００９８】
　ここで、図１ａに示すように、ベース１０の他側に、制御部により抽出された文字が表
示される表示部１５が設けられることができる。この場合、表示部１５には基準位置表示
部３０を基準とする各入力動作に割り当てられた文字などが表示される文字表示部５６（
図６ａ及び図６ｂを参照）がさらに設けられることができる。
【００９９】
　文字表示部５６は、基準位置表示部３０を中心とする各入力動作と各入力動作に割り当
てられた文字を表示することによって、使用者が文字表示部５６を見ながら文字入力でき
るようにする。このような文字表示部５６は、もちろん、使用者の操作によって、表示さ
れるようにしても良く、隠れるようにしても良い。
【０１００】
　以下では、前述した構造を持つ本実施例の入力装置における基本的な入力動作について
、図３ａ及び図３ｂを参照して具体的に説明する。
【０１０１】
　ここで、以下の本明細書で言及される‘文字’とは、韓国文字（ハングル文字）、英語
文字、日本語文字など、各国の言語を表示するための子音または母音文字を意味するもの
で、数字や記号などを排除する狭い意味として定義する。
【０１０２】
　図３ａを参照すると、（ａ）は、基準位置表示部３０の外側に放射状に８個の方向指示
部５０ａ～５０ｈが配置されている。各方向指示部５０には文字が割り当てられており、
各方向指示部５０への接触が感知される場合、制御部は、接触の感知された該当の方向指
示部５０ａに割り当てられた文字コードをメモリー部から抽出して入力する。
【０１０３】
　一方、感知部２０の下部には各方向指示部５０への押下を感知する押下感知部（図示せ
ず）がさらに設けられることができる。この場合、各方向指示部５０のタッチ及び押下を
通じて２段の入力が可能となる。または、押下感知部を圧力センサーなどとすることによ
って、押下強度によって押下だけで２段以上の入力を可能にする構成にしても良いことは
勿論である。
【０１０４】
　図３ａの（ｂ）は、基準位置表示部３０の外部において接触点の移動方向による文字入
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【０１０５】

【０１０６】
　すなわち、制御部は、感知部２０で接触点の移動が感知される場合、基準位置表示部３
０を座標の原点として、最初接触点の座標と最後の接触点の座標を用いて接触点の移動方
向を判断することによって各入力動作を区別し、各入力動作に対応する文字コードを抽出
する。
【０１０７】
　同様に、図３ａの（ｃ）は、基準位置表示部３０を中心に斜めに（例えば、４５度角度
）接触点が移動する場合を、（ｄ）は、基準位置表示部３０を通過して接触点が移動する
場合を、（ｅ）は、基準位置表示部３０側から各方向指示部の方に接触点が外向き移動す
る場合を、これと逆に、（ｆ）は、各方向指示部から基準位置表示部３０に向かって接触
点が内向き移動する場合を示す。
【０１０８】
　一方、図３ａの（ｇ）は、接触点が基準位置表示部３０を通過する時に、所定の角度で
通過する場合を示す。すなわち、６時方向の方向指示部５０から出発した接触点が、基準
位置表示部３０を経て３時方向または５時方向へ移動することもでき、それぞれ接触点の
出発位置と基準位置表示部３０を経由して接触点が到達した方向指示部５０との位置によ
って、互いに異なる文字を入力することができる。
【０１０９】
　合わせて、図３ａの（ｈ）は傾き入力を示すもので、傾き入力とは、使用者が基準位置
表示部３０をタッチした状態で、基準位置表示部３０で方向指示部５０のいずれか一方向
へとタッチ部位を変更することによって最初タッチ面積に変化が生じる場合、該タッチ面
積が変化された方向によってタッチされている方向の方向指示部５０に対応する文字が入
力される方式のことをいう。
【０１１０】

【０１１１】
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【０１１２】
　一方、図３ａの（ｈ）のような傾き入力をする時、接触の強度を変化させることによっ
て多段入力できるように設定しても良い。
　次に、図３ｂを参照すると、図３ｂの（ａ）は、基準位置表示部３０の外部の各放射方
向において前後に接触点が移動する状態を示し、（ｂ）は、基準位置表示部３０の外部の
各放射方向において左右に接触点が移動する状態を示し、（ｃ）は、各放射方向において
前後左右への移動を示し、（ｄ）及び（ｅ）は、基準位置表示部３０の周囲で接触点が円
周方向に移動する状態を示す図である。
【０１１３】
　要するに、本発明による入力装置１は、基準位置表示部３０を中心に図３ａの（ａ）に
示すような接触点の位置による入力と、図３ａの（ｂ）に示すような接触点の移動による
入力のような各入力動作を区分して行なうことによって、各入力動作に割り当てられた文
字を入力する。
【０１１４】
　ここで、図３ａ及び図３ｂに示す各入力動作は、それぞれ個別に適用されても良く、２
以上を組み合わせて適用しても良い。
【０１１５】
　まず、前述した各入力動作が個別に適用される場合について説明すると、図３ａの（ａ
）の場合、８個の方向指示部５０の接触によって総８個の文字入力が可能であり、図３ａ
の（ｂ）の場合も、ａからｈまで総８個の文字入力が可能であり、図３ｂの（ｃ）の場合
には、各放射方向に４個ずつ総１６個の文字入力が可能である。
【０１１６】
　このような様々な入力動作に基づいて入力装置の具体的な形態を、図４ａ～図４ｆを参
照して説明する。図４ａ及び図４ｂには、基準位置表示部３０を中心に４個の方向指示部
５０ａ，５０ｂ，５０ｃ，５０ｄが設けられた形態を示しているが、図３ａの（ａ）のよ
うに８個の方向指示部５０ａ～５０ｈ、または１２個の方向指示部が設けられた形態や、
図４ｅに示すように円周の一部領域に配置された５個の方向指示部５０ａ～５０ｅが設け
られた形態で入力装置を構成しても良い。
【０１１７】
　各方向指示部５０には、図４ａ、図４ｂ、図４ｄ及び図４ｅに示すように、各方向指示
部５０に近接して接触点の移動方向を表す方向表示部５５が設けられることができる。ま
た、各方向表示部５５または方向指示部５０には、図４ｆに示すように、各方向指示部５
０における入力動作によって入力される文字が表示されることができる。
【０１１８】
　図４ａを参照して、２以上の基本入力動作が組み合わせられた場合について説明する。
【０１１９】
　図４ａは、図３ａの（ａ）と図３ｂの（ｃ）が組合わせられたものである。
【０１２０】
　すなわち、基準位置表示部３０の周囲には４個の方向指示部５０ａ，５０ｂ，５０ｃ，
５０ｄが設けられており、各方向指示部５０への接触によって４個の文字入力が可能であ
り、各方向指示部５０ごとに接触点の移動を通じて１６個の文字入力が可能なため、合計
２０個の文字入力が可能になる。



(19) JP 2010-507861 A 2010.3.11

10

20

30

40

50

【０１２１】
　ここで、方向指示部５０の数は自由に変更可能なので、図３ａの（ａ）に示すように、
方向指示部５０を８個とし、各方向指示部５０ごとに４個ずつの接触点移動を通じて文字
入力が可能なので、合計４０個の文字入力が可能になる。
【０１２２】
　したがって、ハングル文字は２４個、英語文字は２６個を全て無理無く配置することが
でき、残る入力動作には取消、エンター、数字、記号など余分の文字や機能命令キーを配
置することができる。
【０１２３】
　また、３以上の基本入力動作を組み合わせる場合には、ハングル文字、英語文字はもと
より、数字、記号の他に取消、エンターなどの機能も配置することによって、入力モード
を切り換えることなく所望の文字を直接入力することができる。
【０１２４】
　したがって、本発明の入力装置１は、基準位置表示部３０が配置された最小限の入力領
域に、入力しようとする文字を全て配置することができるので小型化に適合しており、か
つ、配置された各文字を一つの入力動作で入力できるので迅速で正確な入力が可能である
。
【０１２５】
　または、接触点の移動による入力動作において、移動距離の差によって各入力動作が多
段に行われるようにすることもできる。
【０１２６】
　例えば、図３ａの（ｅ）の場合、基準位置表示部３０側から１２時方向に外向き移動す
る入力動作の場合、移動距離が相対的に短い‘ａ’の場合には１段入力、移動距離が相対
的に長い‘ｂ’の場合には２段入力に区分することによって、図３ａの（ｅ）の基本入力
動作だけで総１６個の文字入力が可能である。
【０１２７】
　または、感知部２０の下部に各方向指示部５０への押下を感知する押下感知部（図示せ
ず）をさらに設けることによって、感知部２０によってはタッチを、押下感知部によって
は押下を感知できるようにことによって、２段以上の多段入力可能に設けられることがで
きる。また、押下感知部を、例えば圧力センサーなどとすることによって、押下の強度に
よって押下だけで多段入力を可能にすることもできる。
【０１２８】
　一方、本発明による入力装置１は、前述した各基本入力動作の他に、基準位置表示部３
０を介した文字入力ができるように設けられることができる。
【０１２９】
　例えば、基準位置表示部３０への接触、または、図４ａに示すように、基準位置表示部
３０を通過する接触点の移動を行なうことによって達成することができる。すなわち、図
４ａでは、基準位置表示部３０だけで８個の文字入力が可能になる。この場合、基準位置
表示部３０には、基準位置表示部３０で行なわれる入力動作の方向を表示する方向表示部
３３がさらに設けられることができる。
【０１３０】
　方向表示部３３は、図４ａに示すように、基準位置表示部３０自体に各移動方向によっ
て区分される線または矢印としても良く、図４ｂに示すように、基準位置表示部３０の外
部に各移動方向に対応する三角形（△）にしても良い。この時、方向区分線及び矢印から
なる方向表示部を‘３３ａ’、三角形からなる方向表示部を‘３３ｂ’に区分する。
【０１３１】
　以上のように、各基本入力動作、各基本入力動作の多段構成及び基準位置表示部３０を
介した入力をそれぞれ個別にまたは組み合わせて使用することによって、入力しようとす
る全ての文字を配置することができる。
【０１３２】
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　一方、図３ａ及び図３ｂに示す各基本入力動作と基準位置表示部３０を介した入力動作
が組み合わせられる場合、各入力動作に配置される文字は、その種類によって多様に配置
されることができる。
【０１３３】
　例えば、基準位置表示部３０を介した各入力動作には、ハングル母音、英文母音などの
母音文字が配置されることができ、基準位置表示部３０の外部で行なわれる各入力動作に
は、ハングル子音、英語字音などの子音文字を配置することができる。
【０１３４】
　または、基準位置表示部３０には、文字の他に、数字、記号または各種機能が割り当て
られることができる。
【０１３５】
　または、各方向指示部５０への接触による入力動作には母音文字が、接触点の移動によ
る入力動作には子音文字が配置され、基準位置表示部３０を介した入力動作には数字、記
号または機能が配置されることもできる。
【０１３６】
　一方、各方向指示部５０の間には、図４ｂに示すように、接触点の移動による入力動作
が行なわれない補助方向指示部５１ａ，５１ｂ，５１ｃ，５１ｄがさらに設けられること
ができる。補助方向指示部５１ａ，５１ｂ，５１ｃ，５１ｄは、接触のみを感知すること
によって、各補助方向指示部５１ａ，５１ｂ，５１ｃ，５１ｄに割り当てられた文字を入
力するように設けられる。
【０１３７】
　なお、本発明による入力装置１は、各入力動作の方向及び各入力動作により入力される
文字が表示される方向表示部５５，３３をさらに含む。
【０１３８】
　方向表示部５５，３３ｂは、例えば、図４ａ及び図４ｂに示すように、各方向指示部５
０に、各入力動作に対応する三角形で設けられることができる。
【０１３９】
　勿論、方向表示部５５，３３は、図４ｆに示すように、その形状及び配置を自由に変更
することができる。
【０１４０】
　一方、各方向表示部５５，３３ｂには、図４ｆに示すように、各入力動作に割り当てら
れた文字が表示されることができる。
【０１４１】
　ここで、各方向表示部５５，３３ｂに表示された文字は、入力モードによって変更され
るようにしても良いが、例えば、ハングル文字入力モードの場合、各方向表示部５５、３
３ｂにはハングルの子母音のみ表示され、英語文字入力モードの場合には、英文の子母音
のみ表示されることができる。また、方向表示部５５，３３ｂは、使用者の熟練度によっ
て操作により隠すことができる。
【０１４２】
　一方、前述した方向表示部５５，３３ｂが設けられる代わりに、表示部１５またはタッ
チスクリーン２３の一側に各入力動作及び入力動作に割り当てられた文字が表示される文
字表示部５６が設けられても良い。ここで、無論、文字表示部５６は、入力モードによっ
て表示される文字の種類が変更されることができる。
【０１４３】
　次に、図４ｃは、円周方向移動入力を示すもので、図３ｂの（ｄ）や（ｅ）に示すよう
な、接触点の移動によって入力動作が実行される場合である。ここで、円周方向移動入力
について説明すると、円周方向移動入力とは、方向指示部５０をタッチした後、時計回り
方向または反時計回り方向に円周方向移動を行なう場合、この円周方向移動入力が終了す
る地点の方向指示部５０に割り当てられた文字が入力される入力方式のことを意味する。
【０１４４】
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　または、図４ｄに示すように、接触入力した時と外向き入力した時に互いに異なる文字
が入力されるようにすることもできる。例えば、図４ｄに示すように、方向指示部５０ａ
～５０ｈには第１文字が配列され、方向表示部５５には第２文字が配列される場合、接触
入力時には各方向指示部５０ａ～５０ｈの第１文字が入力され、外向き移動入力時には方
向表示部５５の第２文字が入力される。
【０１４５】
　この時、所定位置で最初入力後に円周移動入力を行なうことで最終入力をする場合、最
初入力が接触入力であれば第１文字が入力されながら最終入力としても第１文字が入力さ
れる。すなわち、円周移動入力により第１文字２個が連続して入力される。
【０１４６】
　または、最初入力が外向き入力であれば第２文字が入力されながら最終入力としても第
２文字が入力される。すなわち、円周移動入力により第２文字が連続して入力される。
【０１４７】
　この場合、最終入力としては、接触入力によって入力を終了するか、外向き入力によっ
て入力を終了するかによらず、最初入力による文字が入力される。
【０１４８】
　なお、方向指示部５０と方向表示部５５は、図４ｅに示すように、基準位置表示部３０
からの隔離距離を半径とする円周の一部領域にのみ配置されるように設けられることがで
きる。すなわち、方向指示部５０及び方向表示部５５は、基準位置表示部３０を基準に半
円形態に配置されることに限定されず、様々な形態に配置されることもできることはもち
ろんである。
【０１４９】
　一方、２組の入力セットを設けるに当たり、各方向指示部５０における接触点の移動方
向が、前後方向、左右方向、または内・外向き方向のみになるようにすることもできる。
【０１５０】
　例えば、図５ａ及び図５ｂに示すように、基準位置表示部３０がタッチスクリーン２３
の左右に配置され、各基準位置表示部３０には８個の方向指示部５０が設けられ、各方向
指示部５０は、基準位置表示部３０に対する外向き移動（図５ａ参照）または内向き移動
（図５ｂ参照）のみとなるように構成することができる。
【０１５１】
　各入力セットに含まれた入力動作の組み合わせは、入力モードの種類によっても変更可
能であることはもちろんである。
【０１５２】
　例えば、ハングル入力モードでは、図３ａの（ａ）と（ｂ）とを組み合わせた入力動作
を用い、英文入力モードでは図３ａの（ｄ）と（ｅ）を組み合わせた入力動作を用いるこ
とができる。
【０１５３】
　一方、図６ａに示すように、表示部１５またはタッチスクリーン２３の一側には、現在
文字入力モードを表すモード表示部５７がさらに設けられることができる。
【０１５４】
　また、本発明による入力装置１は、基準位置表示部３０を２個設けて、２組の入力セッ
トを備えることができる。ここで、２組の入力セットは、図６ａ～図６ｃに示すように、
ベース１０に設けられても良く、タッチパッド２１またはタッチスクリーン２３上に設け
られても良い。
【０１５５】
　また、各入力セットの配列は、図６ａに示すように上下に配置されても良く、図６ｂに
示すように左右に配置されても良い。
【０１５６】
　なお、基準位置表示部３０、方向指示部５０及び方向表示部５５が、図６ｃに示すよう
に、タッチスクリーン２３上に２組で設けられることができ、この場合、基準位置表示部
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３０に対応して２組として設けられた方向指示部５０及び方向表示部５５には、ハングル
の他、英語／日本語などの外国語、特殊文字、記号などの様々な入力対象が表示されるこ
とができる。
【０１５７】
　このように２組の入力セットが備えられる場合、各入力セットは、互いに同一の入力動
作を行うように構成されても良く、互いに異なる入力動作を行うように構成されても良い
。すなわち、２個の入力セットうちいずれか一つは、図３ａの（ａ）と図３ｂの（ｃ）と
を組み合わせて構成し、いずれか他の入力セットは、図３ｂの（ｄ）だけで構成すること
もできる。
【０１５８】
　または、図４ａと図４ｂに示す入力セットが左右に配置されても良く、この場合、基準
位置表示部３０を通過する接触点の移動によっては母音文字が入力され、各方向指示部５
０における接触点の前後左右移動によっては子音文字が入力され、各方向指示部５０への
接触によってはエンター、スペース、取消などの各種機能命令が入力されることができる
。この時、入力セットの形態及び配置は上記に限定されず、図４ａと図４ｃ、図４ｂと図
４ｄに示す入力セットなどが上記のように左右または上下などに配置されることもできる
ことは当然である。
【０１５９】
　前述したように、入力セットが２個設けられる場合には、基準位置表示部３０を通過す
る接触点の移動方向は４個とすることができる。
【０１６０】
　または、上記の場合において、感知部２０（タッチパッド２１やタッチスクリーン２３
を含む）に押下感知部をさらに設けることによって、各方向指示部５０で接触または押下
によって多段入力可能にしても良い。この場合、各方向指示部５０における接触点の左右
移動によっては子音文字を入力し、各方向指示部５０におけるタッチ及び押下によっては
母音文字を入力することができる。
【０１６１】
　一方、補助方向指示部５１が設けられる場合には、各方向指示部５０における接触及び
接触点の移動または基準位置表示部３０を通過する接触点の移動のうちいずれか一つによ
っては母音文字を入力し、他の一つによってはエンター、スペース、取消などの各種機能
命令を入力することができる。
【０１６２】
　本発明による入力装置１をマウスとして使用することもできる。例えば、ベース１０に
設けられた切換キー１３を操作したり、タッチスクリーン２３を通じて入力動作を行った
りしてマウス入力モードに切り換わると、入力領域２５で接触または接触の移動によって
マウス機能を行なうことができる。
【０１６３】
　すなわち、接触点の移動によってはマウスポインタの移動が行なわれ、接触によっては
マウスの左右ボタンのような機能が行なわれることができる。
【０１６４】
　ここで、マウスの左右ボタンは、通常、デスクトップＰＣまたはノートブックＰＣに使
われる‘マウス（Ｍｏｕｓｅ）’という入力装置で行なわれる左右ボタンの押下または上
下スクロールなどの機能を含む。
【０１６５】
　この場合、特に、図３ｂの（ｄ）及び（ｅ）に示すように、円周方向への入力動作を通
じてスクロール（Ｓｃｒｏｌｌ）機能を行なっても良い。
【０１６６】
　一方、本発明の基準位置表示部３０を、図６ｂに示すように、左右２セットにする場合
、右側の入力セットは、ジョイスチックのポインタ機能、すなわち、ゲームキャラクター
の移動などを操作することができ、左側の入力セットは、ゲームキャラクターの各種動作
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を行なう命令を入力する機能を果たすことができる。
【０１６７】
　この場合、ゲームキャラクターの移動では、入力領域２５への接触が基準位置表示部３
０から遠ざかるほど、ポインタやゲームキャラクターの移動速度が増加するようにしても
良い。
【０１６８】
　一方、基準位置表示部３０は、入力領域２５上で特定方向に移動可能なように設けられ
ることもできる。すなわち、図７ａに示すように、基準位置表示部３０は、使用者が基準
位置表示部３０、方向指示部５０または方向表示部５５のいずれかをタッチした状態でタ
ッチスクリーン２３上で移動させることができる。
【０１６９】
　この場合、例えば、基準位置表示部３０を１回タッチする場合には上記の方向入力が行
なわれ、基準位置表示部３０を一定の入力時間内に２回以上タッチする場合には基準位置
表示部３０の移動が行なわれるように設けられることができる。
【０１７０】
　ここで、基準位置表示部３０と方向指示部５０及び方向表示部５５は、使用者の接触移
動に対応して同一方向に移動されるように設けられる。
【０１７１】
　また、図７ａに示すように、使用者が基準位置表示部３０または方向表示部５５をタッ
チして移動する場合、基準位置表示部３０は待機領域２６内に移動することもでき、この
場合、基準位置表示部３０、方向指示部５０及び方向表示部５５は一つの移動点３１の形
態で表示されることができる。
【０１７２】
　すなわち、基準位置表示部３０、方向指示部５０及び方向表示部５５は、待機領域２６
の内部では一つの移動点３１の形態で維持され、使用者が移動点３１をタッチして待機領
域２６の外部に移動させると、基準位置表示部３０、方向指示部５０及び方向表示部５５
がタッチスクリーン２３上に再び表示されるように構成することができる。
【０１７３】
　一方、図７ｂに示すように、基準位置表示部３０は、スクリーン上で基準を表すために
小さな点の形態で表現されることができる。ここで、点の形態とは、円形及び多角形を含
む意味で、使用者が確認して基準とすることができるように具現される。
【０１７４】
　タッチスクリーンタイプにおいて、基準位置表示部３０は、使用者が認識できるような
小さい点で具現され、基準位置表示部３０の方向表示部３３を透明に設定でき、入力と同
時に画面の確認ができるようにすることによって、入力のためのスクリーン上の別途空間
を取らず、よって、画面をより效率的に活用することができる。
【０１７５】
　＜第２実施例＞
　本発明による入力装置の第２実施例を、図１ｂの（ｃ）、図８乃至図１０に基づいて説
明する。第１実施例に対応する構成要素については、第１実施例で使われた構成要素の図
面番号をそのまま使用する。
【０１７６】
　本実施例で、感知部２０は、図１ｂの（ｃ）に示すように、内向き接触移動と外向き接
触移動とを区分するための複数の感知ライン２０ｅ，２０ｆを備える。感知ライン２０ｅ
，２０ｆは、図１ｂの（ｃ）に示すように、入力領域の円周経路に沿って円形の帯状に設
けられることが好ましい。
【０１７７】
　感知ライン２０ｅ，２０ｆが同時に接触または解除されると、制御部はこれを接触入力
として認識し、基準位置３０ａで感知ライン２０ｅ，２０ｆを外側方向に順次接触あるい
は解除すると、制御部はこれを外向き接触移動入力として認識し、反対の動作で感知ライ
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ン２０ｅ，２０ｆを基準位置３０ａ方向に順次接触または解除すると、制御部はこれを内
向き接触移動入力として認識する。
【０１７８】
　ここで、感知ライン２０ｅ，２０ｆは、光センサー、静電容量センサー、圧力センサー
、接触センサーなど、指または入力物体の接触を感知できるものであればその種類に制限
はなく、感知ライン２０ｅ，２０ｆは多数本設けられることもできる。
【０１７９】
　図１ｂの（ｃ）に示す感知部２０についてより詳細に説明すると、基準位置３０ａを中
心に放射状８方向に方向感知ライン２０ｇが設けられ、方向感知ライン２０ｇの内部と外
部に順次把握のための内側感知ライン２０ｅと外側感知ライン２０ｆが位置している。
【０１８０】
　接触感知信号は、方向感知ライン２０ｇの接触、または方向感知ライン２０ｇと共に内
側感知ライン２０ｅ及び外側感知ライン２０ｆを同時接触する時に発生したり、方向感知
ライン２０ｇと共に内側感知ライン２０ｅ及び外側感知ライン２０ｆのうちのいずれかが
所定時間内に一緒に感知される時に発生する。
【０１８１】
　外向き接触移動感知信号は、基準位置３０ａから外側方向へ内側感知ライン２０ｅ→方
向感知ライン２０ｇ→外側感知ライン２０ｆの順に順次接触することで発生する。内向き
接触移動感知信号は、基準位置３０ａに向かって外側感知ライン２０ｆ→方向感知ライン
２０ｇ→内側感知ライン２０ｅの順に順次接触することで発生する。
【０１８２】

【０１８３】
　本実施例の入力装置１では、入力部６０が全体としてリング状を持つ一体型に設けられ
ることに特徴がある。
【０１８４】
　このような特徴を有する入力部６０において、入力対象６１，６２，６３は、接触とと
もに設定圧力以上で押下した時に動作する押下入力機能をさらに備えるもので、入力対象
６１，６２，６３を介して接触の他に押下入力が可能なので、入力容量をさらに増加させ
ることができる。押下入力機能は、入力対象６１，６２，６３が下降して入力される通常
の押下入力キーまたは圧力センサーで具現されることができる。この場合、押下入力に先
行する接触入力は無視したり、接触感知信号と押下感知信号を組み合わせて押下入力動作
を行うことができる。
【０１８５】
　再び図８を参照すると、入力部６０に設けられた各入力対象６１，６２，６３上には方
向表示がされており、使用者が入力対象６１，６２，６３の内向き接触移動と外向き接触
移動を行ない易くなっている。すなわち、第２入力対象６２には内向き接触移動方向とし
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て△記号が表示され、第３入力対象６３には外向き接触移動方向として△記号が表示され
る。また、第１入力対象６１は、接触入力で動作するものであるため、特定の方向性を持
たない○記号で表示される。これらの表示は、入力方向を区分できるような他の記号や異
なる色で表示されることもできる。
【０１８６】
　一方、入力装置において、入力部６０への接触と接触移動が連続して行なわれる時、動
作を途切れなく進行するために円周接触移動入力（図９ｂの「３」参照）が行なわれるこ
とができる。
【０１８７】
　この円周接触移動入力時には円周方向に入力が行なわれ、多数の入力対象６１，６２，
６３が感知されても、最初入力と最終入力のみを有効な入力として処理する。最終入力は
、接触移動入力終了時に、感知信号が解除されたり、同一位置で所定時間以上維持された
りすることから把握することができる。
【０１８８】
　このような第２実施例による入力装置の様々な入力動作を、図９ａ～図９ｅに基づいて
説明する。
【０１８９】

【０１９０】

【０１９１】

【０１９２】
　このような円周接触移動入力時に使用者が円周方向に接触移動することを把握する方法
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には、様々な方法がありうる。各入力対象の間に円周接触移動入力感知端子を配列して、
円周接触移動入力を把握しても良く、円周接触移動入力時に一つの感知信号が解除される
も前に他の感知信号が連続して感知されると、これを円周接触移動入力として把握しても
良い。
【０１９３】
　または、円周接触移動入力時にそれぞれの入力対象６１，６２，６３が所定時間内に連
続して入力されることから円周接触移動入力を把握しても良い。
【０１９４】

【０１９５】

【０１９６】

【０１９７】
　本実施例による入力装置１では、１動作（接触、内向き接触移動、外向き接触移動）１
音素入力に基づいてそれぞれの入力対象を操作して文字を入力することができるが、図９
ａ～９ｅに示すように、複数の音素を一つの動作（接触＋内向き接触移動＋外向き接触移
動）で入力し、１動作多数の音素入力を可能にすることもできる。
【０１９８】
　このように、本発明の入力装置は、接触入力、内向き接触移動入力、外向き接触移動入
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力、円周接触移動入力のうち２つ以上が連続して一つの入力として感知されると、制御部
は、それぞれの文字が入力されたものとして入力処理させることができる。
【０１９９】
　ここで、一つの入力とは、２つ以上の入力をそれぞれ入力するのではなく、最初入力後
にそれぞれの入力を終了せずに次の入力を一度で連続して入力することをいう。
【０２００】
　本実施例による入力装置において、入力部６０は、両手を使って使用できるように２個
の入力部とすることができる。すなわち、本実施例において入力部６０を２個の入力部と
し、それぞれに位置している入力対象６１，６２，６３が持つ接触、内向き接触移動、外
向き接触移動信号を２倍に増大させることによって、より多くの文字を配列することがで
きる。または、２個の入力部が設けられ、同一量の文字を配列するものの、それぞれ４方
向にしても良い。
【０２０１】
　図１０の（ａ）及び（ｂ）を参照すると、全体的にリング状の一体型とした入力部６０
に、押下機能が追加された入力対象が設けられることができ、この入力部６０の内部ある
いは外部には４個のタッチまたは押下が可能な拡張キー６５がさらに設けられることがで
きる。この拡張キー６５には、文字が配列されたり、各種の機能命令、すなわち確認、取
消、メニューなどが配列されたりすることができる。
【０２０２】
　＜第３実施例＞
　次に、本発明による入力装置の第３実施例について説明する。第１及び第２実施例に対
応する構成要素には、第１及び第２実施例で使われた構成要素の図面番号をそのまま使用
する。
【０２０３】
　図１１に示すように、本実施例の入力部６０は、内側に配置された第１入力部６０ａと
、外側に配置された第２入力部６０ｂとからなる。そして、第１入力部６０ａには第１入
力対象６１が設けられ、第２入力部６０ｂには第２入力対象６２が設けられ、第１及び第
２入力部６０ａ，６０ｂに跨って第３入力対象６３が設けられる。
【０２０４】
　この場合、第１入力対象６１には第１文字が割り当てられており、第２入力対象６２に
は第２文字が割り当てられており、第１及び第２入力対象６１，６２は内向き移動入力に
より選択されるようにリングの中心に向かう方向表示とされている。一方、第３入力対象
６３には第３文字が割り当てられており、外向き移動入力により選択されるようにリング
の外側に向かう方向表示とされている。
【０２０５】
　そして、本実施例では、第１入力部６０ａに設けられた第１入力対象６１に接触したり
内向き移動入力すると、第１入力対象６１に割り当てられた第１文字が入力される。また
、第２入力部６０ｂに設けられた第２入力対象６２に接触したり内向き移動入力すると、
第２入力対象６２に割り当てられた第２文字が入力される。
【０２０６】
　ここで、第２入力対象６２に対して内向き移動入力すると第１入力対象６１も同時に内
向き移動入力されることができるが、この時、どの入力対象を選択するかに対する区別は
、内向き移動時に、入力部６０に対応する箇所に設けられた感知部２０に感知される移動
距離によってなされる。すなわち、第１入力対象６１をタッチした状態で内向き移動して
第１入力部６０ａから出る接触点の移動距離と、第２入力対象６２をタッチした状態で内
向き移動して第１入力部６０ａから出る接触点の移動距離とを比較すると、第２入力対象
６２側が第１入力対象６１側よりも長くなるので、このような移動距離の差に基づいて、
第１入力対象６１に割り当てられた文字または第２入力対象６２に割り当てられた文字の
うちいずれを入力するかが決定される。
【０２０７】
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　また、第３入力対象６３は、外向き移動のみによって選択される。したがって、接触入
力や内向き移動入力が第３入力対象６３上で行なわれても、第３入力対象６３に割り当て
られた文字は入力されない。
【０２０８】
　一方、本実施例は、第１乃至第３入力対象６１，６２，６３が４方向に設けられた例を
挙げたが、６方向、８方向等に拡張して設けられても良いことは当然である。また、第１
乃至第３入力対象６１，６２，６３を４方向に設け、総２組にすることによって、入力可
能な文字の個数を拡張することも可能である。
【０２０９】
　図１２を参照して、本実施例による入力動作について説明する。
【０２１０】

【０２１１】

【０２１２】

【０２１３】

【０２１４】
　図１２の（ａ）及び（ｂ）では、円周移動時に最初入力と最終入力との間に他の入力対
象をタッチしないが、万一、その中間に特定入力対象をタッチするようになる場合には、
第１及び第２実施例と同様な円周移動入力による入力動作により、入力される文字を決定
すれば良い。
【０２１５】
　＜第４実施例＞
　次に、本発明による入力装置の第４実施例について説明する。第１乃至第３実施例に対
応する構成要素には、第１乃至第３実施例で使われた構成要素の図面番号を共通使用する
。
【０２１６】
　本実施例では、接触多段入力を通じて文字を入力する方式が記載されている。ここで、
接触多段入力とは、２文字が表示された感知部２０上の領域をタッチした後、設定された
数値以上の圧力が設定された圧力時間以内に感知される場合、制御部で接触多段入力とし



(29) JP 2010-507861 A 2010.3.11

10

20

30

40

て判断され、２文字のうちのいずれかが入力される方式のことを意味する。
【０２１７】
　すなわち、図１３に示すように、入力部６０は、リング状の第１入力部６０ｃと、第１
入力部６０ｃの内部に設けられた第２入力部６０ｄとからなる。そして、第１入力部６０
ｃには、２つのハングル子音がそれぞれ割り当てられた第１入力対象６１及び第２入力対
象６２が設けられ、第２入力部６０ｄには、２つのハングル母音がそれぞれ割り当てられ
た第３入力対象６３及び第４入力対象６４が設けられる。
【０２１８】

【０２１９】

【０２２０】
　一方、本実施例は、第１入力部６０ｃに第１入力対象６１及び第２入力対象６２が設け
られ、第１及び第２入力対象６１，６２に子音が割り当てられる一方で、第２入力部６０
ｄには第３入力対象６３及び第４入力対象６４が設けられ、第３及び第４入力対象６３，
６４に母音が割り当てられる構成としているが、第１乃至第４入力対象６１，６２，６３
，６４の配置及び子音と母音の配置はこれに限定されない。また、本実施例では、４方向
に各入力対象６１，６２，６３，６４が設けられた例を挙げているが、入力対象の配置方
向を６方向または８方向等に拡張することも可能である。
【０２２１】
　また、入力部６０の外側には拡張キー６５がさらに備えられる。拡張キー６５は、確認
、取消、分かち書きなどをそれぞれ入力できるように設けられる。したがって、拡張キー
６５が設けられた箇所には、拡張キー６５への接触を感知できる拡張キー入力感知部（図
示せず）がさらに備えられる。
【０２２２】
　この場合、このような拡張キー６５は、第２入力部６０ｄの中央部に設けられても良い
。
【０２２３】
　図１４を参照して、本実施例による入力動作について説明する。
【０２２４】
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【０２２５】

【０２２６】

【０２２７】
　＜第５実施例＞
　次に、本発明による入力装置の第５実施例について説明する。第１乃至第４実施例に対
応する構成要素には、第１乃至第４実施例で使われた構成要素の図面番号を共通使用する
。
【０２２８】
　本実施例は、移動距離による様々な入力動作を記載している。具体的には、図１５に示
すように、本実施例による入力部６０は、中心部の第１入力部６０ｅ、第１入力部６０ｅ
外周のリング状の第２入力部６０ｆ、及び第２入力部６０ｆ外周のリング状の第３入力部
６０ｇを含む。そして、第１入力部６０ｅには４個の入力対象６１が外向き移動入力方向
移動を表示する状態で設けられる。
【０２２９】
　また、本実施例で、感知部２０は、第１、第２及び第３入力部６０ｅ、６０ｆ、６０ｇ
に対応する箇所に設けられることが好ましい。
【０２３０】
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【０２３１】

【０２３２】

【０２３３】

【０２３４】

【０２３５】
　本実施例では、４個の入力対象６１が表示されている例を挙げたが、入力対象６１の個
数はこれに限定されない他、本実施例の入力方式に他の入力方式を組み合わせて様々な形
態の入力動作を具現することができることは当然である。
【０２３６】
　＜第６実施例＞
　次に、本発明による入力装置の第６実施例について説明する。第１乃至第５実施例に対
応する構成要素については、第１乃至第５実施例で使われた構成要素の図面番号を共通使
用する。
【０２３７】
　図１７を参照すると、入力部６０には各放射状位置に沿って第１字音及び第２子音と、
第１母音及び第２母音がそれぞれ第１乃至第４入力対象６１，６２，６３，６４にそれぞ
れ割り当てられており、第１及び第２子音は、接触多段入力によって入力されたり、内向
き接触多段移動入力によって入力されることができ、第１及び第２母音は、外向き接触多
段移動入力によって入力される。
【０２３８】
　ここで、内向または外向き接触多段移動入力とは、接触移動入力時に行なわれる接触の
強度によって多段入力を区分して入力することをいう。
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【０２３９】

【０２４０】
　＜第７実施例＞
　次に、本発明による入力装置の第７実施例について説明する。第１乃至第６実施例に対
応する構成要素については、第１乃至第６実施例で使われた構成要素の図面番号を共通使
用する。
【０２４１】
　本実施例は、タッチスクリーン上に入力キーの形態で入力部が設けられる場合を示す。
すなわち、図１９の（ａ）及び（ｂ）に示すように、基準となる第１入力部６０ｈと、そ
の周辺にそれぞれ放射状４方向に第２入力部６０ｉが設けられる。図１９の（ａ）に示す
第２入力部６０ｉでは、それぞれ、第１入力部６０ｈに向かうイン（ＩＮ）方向の内向き
多段入力、また、第１入力部６０ｈの反対方向に向かうアウト（ＯＵＴ）方向の外向き多
段入力、及び接触入力が可能なので、合計５通りの入力ができる。そして、このような第
２入力部６０ｉが４方向に備えられるので、第２入力部６０ｉによっては合計２０通りの
入力ができる。
【０２４２】
　一方、図１９の（ｂ）に示す第１入力部６０ｈでは、接触入力と東西南北方向への多段
入力が可能なので、合計９通りの入力ができる。
【０２４３】
　したがって、図１９の（ａ）と（ｂ）が組み合わせられた形態では、第１入力部６０ｈ
によって９通り、そして第２入力部６０ｉによっては２０通りの入力が可能なため、合計
２９通りの入力が可能である。
【０２４４】
　また、第２入力部６０ｉは、独立してタッチ／押下または押下１段／押下２段のような
２通りの信号に区別可能なため、合計８通りの信号を発生し、結果として合計２４通りの
信号でデータを入力できる。この時、このような２４通りの入力が可能な第２入力部６０
ｉに第１入力部６０ｈが追加された形態の構成も可能であることは勿論である。
【０２４５】
　そして、図２０に示すように、第２入力部６０ｉは、第１入力部６０ｈを中心に６方向
または８方向に配置されることができる。
【０２４６】
　また、各接触領域上に、図２１に示すような突起部６６を形成し、使用者が外向きまた
は内向き移動時に突起部６６に対する感覚を通じて多段入力可能にする構成も可能である
。このような突起部６６を形成すると、使用者が入力装置を直接見ることなく方向及び接
触移動距離を確認することができる。
【０２４７】
　一方、図２２は、入力部６０をタッチパッドまたはタッチキーの形態で具現した例を示
している。図２２に示すような円形の入力部６０の上段に、各放射方向において接触、及
び内向き、外向き、横、縦などの接触移動を感知できるタッチ感知部が設けられ、入力部
６０の下段には押下機能がさらに設けられても良い。この時、押下機能は、スペース、エ
ンター、バックスペースなどの機能命令キーとして用いられることができる。
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【０２４８】
　本発明の権利は、上に説明された実施例に限定されず、特許請求の範囲に記載された内
容によって定義される。したがって、本発明の分野における通常の知識を持つ者にとって
は特許請求の範囲に記載された権利範囲内で様々な変形及び改作ができるということは自
明である。
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